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２．運動やスポーツに関することについて 

（１）運動やスポーツの好き嫌い 

問10 あなたは、運動やスポーツが好きですか。（○は１つだけ） 

 

○運動やスポーツの好き嫌いは、「どちらかといえば見る方が好き」が30.8％で最も多く、「自

分でするのも見るのも好き」（28.5％）と「どちらかといえば自分でする方が好き」（17.5％）

と合わせると『好き』が76.8％となっており、「するのも見るのも嫌い」と回答した割合

（4.3％）を大きく上回っている。 

 
図 20 運動やスポーツの好き嫌い 

 

 

○性別にみると、男性では「自分でするのも見るのも好き」（33.5％）、女性では「どちらか

といえば見る方が好き」（32.1％）が最も多くなっている。『好き』の割合は、女性（72.6％）

よりも男性（82.6％）の方が10.0ポイント高くなっている。 

○年代別に『好き』の割合をみると、20歳代以下が80.4％で最も高く、以下、50歳代が78.8％、

60歳代が77.7％と続いている。30歳代以下では「どちらかといえば自分でする方が好き」、

60歳代以上では「どちらかといえば見る方が好き」と回答した割合が、他の年代と比べて

高くなっている。 

○居住地域別にみると、丹後では「自分でするのも見るのも好き」、他の地域では「どちらか

といえば見る方が好き」が最も多くなっている。『好き』の割合は、京都市が78.2％で最も

高く、以下、中丹が76.9％、乙訓・山城が76.7％と続いている。 

○休日における運動やスポーツとの関わり別にみると、関わりが多い人ほど「自分でするの

も見るのも好き」と回答した割合が高く、一方で、関わりがほとんどないほど「どちらか

といえば見る方が好き」と回答した割合が高くなっている。関わりがほとんどない人でも

「するのも見るのも嫌い」と回答した人は6.9％にとどまっている。 

  

28.5 

17.5 

30.8 

18.0 

4.3 

0.9 

0% 10% 20% 30% 40%

自分でするのも見るのも好き

どちらかといえば自分でする方が好き

どちらかといえば見る方が好き

どちらともいえない

するのも見るのも嫌い

不明・無回答
N=1,249

好き

(76.8％)

※『好き』：「自分でするのも見るのも好き」と「どちらかといえば自分でする方が好き」

と「どちらかといえば自分で見る方が好き」の合計 
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図 21 運動やスポーツの好き嫌い《性別・年代別・居住地域別・休日における運動やスポーツとの関わり別》  
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全 体 (N=1,249)

男性 (n=523)

女性 (n=697)

20歳代以下 (n=102)

30歳代 (n=111)

40歳代 (n=142)

50歳代 (n=193)

60歳代 (n=300)

70歳代以上 (n=397)

京都市 (n=646)
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中丹 (n=117)

丹後 (n=56)

多い (n=161)

たまにある (n=185)

少ない (n=148)

ほとんどない

(n=741)

自分でするのも見るのも好き どちらかといえば自分でする方が好き

どちらかといえば見る方が好き どちらともいえない

するのも見るのも嫌い 不明・無回答

【年代別】

【居住地域別】

【性 別 】

【運動やスポーツ

との関わり別】

好き

76.8 % 

82.6 % 

72.6 % 

80.4 % 

73.0 % 

71.8 % 

78.8 % 

77.7 % 

76.8 % 

78.2 % 

76.7 % 

70.5 % 

76.9 % 

67.9 % 

91.9 % 

85.9 % 

84.5 % 

69.8 % 
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○現在の健康状態（図 9,p.9参照）別にみると、健康である人では「自分でするのも見るのも

好き」、他の健康状態では「どちらかといえば見る方が好き」が最も多くなっている。特に、

『非健康』な人では「どちらかといえば見る方が好き」と回答した割合が５割強と高くな

っている。 

○普段、運動不足を感じるか（図 13,p.13参照）別にみると、どちらともいえない人を除いて、

運動不足を感じる人ほど「自分でするのも見るのも好き」と回答した割合が低くなってい

る。 

 
図 22 運動やスポーツの好き嫌い《問 7 現在の健康状態別・問 8 普段、運動不足を感じるか別》 
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全 体 (N=1,249)

健康である (n=398)

どちらかといえば

健康である (n=505)

どちらともいえない

(n=159)
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健康でない (n=102)
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大いに感じる

(n=405)

ある程度感じる

(n=449)

どちらともいえない

(n=135)
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(n=191)

ほとんど（全く）

感じない (n=61)

自分でするのも見るのも好き どちらかといえば自分でする方が好き

どちらかといえば見る方が好き どちらともいえない

するのも見るのも嫌い 不明・無回答

【普段、運動不足

を感じるか別 】

【現在の

健康状態別】

好き

76.8 % 

80.4 % 

77.8 % 

70.4 % 

68.6 % 

77.2 % 

73.3 % 

79.5 % 

72.6 % 
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（２）運動やスポーツが個人や社会にもたらす価値 

問11 運動やスポーツが個人や社会にもたらす価値についてあてはまると思うものはどれで

すか。（複数回答可） 

○運動やスポーツが個人や社会にもたらす価値は、「健康の維持増進」が78.8％で最も多く、

以下、「人と人との交流」が62.5％、「精神的な充足感」が47.0％と続いている。 

 
図 23 運動やスポーツが個人や社会にもたらす価値  
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1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

健康の維持増進

精神的な充足感

青少年の健全な発育

克己心(自分の欲望を抑える力)、

自制心

思考力や判断力の発達

夢と感動

リーダーシップ、

コミュニケーション能力

リラックス、癒し、爽快感

達成感の獲得

生産性の向上、仕事・学業の

能率アップ

経済の活性化

人と人との交流

地域の一体感や活力の向上

国際相互理解の促進

我が国の国際的地位の向上

長寿社会の実現

他者を尊重し協同する精神

フェアプレイ精神

(公正さと規律を尊ぶ態度)の醸成

豊かな人間性

その他

特に何も価値をもたらさない

わからない

不明・無回答 N=1,249

(複数回答）



 

25 

○性別にみると、男性・女性ともに「健康の維持増進」、「人と人との交流」、「精神的な充足

感」が上位３つを占めており、男女で大きな差はみられない。 

○年代別にみると、すべての年代で「健康の維持増進」、「人と人との交流」、「精神的な充足

感」が上位３つを占めている。「リーダーシップ、コミュニケーション能力」については、

年代による差が大きく、30歳代（49.5％）と20歳代以下（44.1％）では４割以上であるの

に対し、70歳代以上では14.1％となっている。「達成感の獲得」についても30歳代以下では

約５割であるのに対し、70歳代以上では18.6％となっている。 
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図 24 運動やスポーツが個人や社会にもたらす価値／府全体の上位 10 項目《性別・年代別》 

 

単位：％ ※太字は上位３つ（「その他」、「不明・無回答」を除く）、下線は最上位

全　体 (N=1,249) 78.8 62.5 47.0 38.8 36.4 33.6 30.4 26.7 25.1 24.2

男性 (n=523) 77.8 61.0 44.4 37.3 32.1 30.6 30.4 27.3 25.6 21.6

女性 (n=697) 79.6 63.6 48.9 40.3 40.3 35.9 30.3 26.3 25.4 26.0

20歳代以下 (n=102) 77.5 70.6 54.9 46.1 23.5 48.0 36.3 44.1 24.5 27.5

30歳代 (n=111) 85.6 70.3 63.1 44.1 46.8 50.5 40.5 49.5 36.9 27.0

40歳代 (n=142) 81.7 64.1 53.5 35.9 44.4 36.6 30.3 37.3 27.5 17.6

50歳代 (n=193) 80.3 60.6 57.5 48.2 40.4 44.6 29.0 31.1 30.1 22.3

60歳代 (n=300) 82.3 63.0 46.7 41.7 39.3 33.7 29.0 21.0 26.0 25.7

70歳代以上 (n=397) 72.8 58.2 33.0 29.5 29.7 18.6 27.5 14.1 18.1 24.9
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（３）最も強く感じる個人や社会にもたらす価値 

（問11で「1. 健康の維持増進」～「20.その他」と答えた方に） 

問12 また、そのうちもっとも強く感じるものはどれですか。 

（問11で選択された中から１つだけ選び、番号でお答えください。） 

○最も強く感じる個人や社会にもたらす価値は、「健康の維持増進」が32.3％で最も多く、次

いで、「人と人との交流」が13.3％となっている。 

 
図 25 最も強く感じる個人や社会にもたらす価値 
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不明・無回答
N=1,178
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○性別にみると、男性・女性ともに「健康の維持増進」、「人と人との交流」の順で多くなっ

ており、男女で大きな差はみられない。 

○年代別にみると、すべての年代で「健康の維持増進」が最も多くなっており、特に、40歳

代（40.4％）と60歳代（39.9％）では約４割を占めている。次いで、すべての年代で「人

と人との交流」となっている。 
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図 26 最も強く感じる個人や社会にもたらす価値／府全体の上位 10 項目《性別・年代別》 

 

 

単位：％ ※太字は上位３つ（「その他」、「不明・無回答」を除く）、下線は最上位

全　体 (N=1,178) 32.3 13.3 6.8 6.5 3.0 3.0 2.8 2.3 2.0 1.9
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50歳代 (n=189) 34.4 12.2 7.4 11.1 4.2 4.2 2.1 0.5 1.6 4.2
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（４）この１年間に行った運動やスポーツ 

問13 この１年間にあなたが行った運動やスポーツがあれば全部あげてください。 

（複数回答可） ただし、職業として行ったものは除きます。 

 

○この１年間に『運動した』割合は、85.9％となっている。一方、「運動やスポーツはしなか

った」と回答した割合は、12.2％となっている。 

○行った運動やスポーツの内容としては、「ウォーキング(歩け歩け運動、散歩などを含む)」が

59.1％で最も多く、以下、「体操(ラジオ体操、ストレッチ運動などを含む)」が48.8％、「自転車、

サイクリング」が21.2％と続いている。 

○その他、１割以上の人が行った運動・スポーツは、「補強運動(腕立て伏せなど)、室内運動器

具(ウエイト器具など)を使ってする運動」（17.2％）、「ランニング、ジョギング」（10.1％）

となっている。 

 
図 27 この１年間の運動やスポーツの実施有無 

  

運動した
85.9%

しな

かった
12.2%

不明・

無回答
1.9%

N=1,249

※『運動した』：「体操」～「その他」のいずれか１つ以上を回答した人の割合 
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図 28 この１年間に行った運動やスポーツの種目 
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卓球
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障害者スポーツ(肢体不自由)

障害者スポーツ(視覚障害)

障害者スポーツ(その他)

その他

運動やスポーツはしなかった

不明・無回答 N=1,249

(複数回答）

補強運動、室内運動器具を使ってする運動

（ラジオ体操、ストレッチ運動などを含む）

（歩け歩け運動、散歩などを含む）

（アクアエクササイズを含む）

（腕立て伏せ、ウエイト器具など）

（ﾌｫｰｸ･ｼﾞｬｽﾞ･社交･ﾋｯﾌﾟﾟﾎｯﾌﾟﾀﾞﾝｽなどを含む）

（キャッチボールなど）

（ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙ、ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌなど）

（その他武道含む）

（その他格闘技含む）

（ﾎﾞｰﾄ､ﾖｯﾄ､ｽｸｰﾊﾞﾀﾞｲﾋﾞﾝｸﾞ､ｶﾇｰ､ｻｰﾌｨﾝなど）

（ｸﾞﾗｲﾀﾞｰ､ﾊﾝｸﾞｸﾞﾗｲﾀﾞｰ､ｽｶｲﾀﾞｲﾋﾞﾝｸﾞなど）

（車いすﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ･ﾏﾗｿﾝ､ｼｯﾃｨﾝｸﾞﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙなど）

（ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾃﾆｽ､ｺﾞｰﾙﾎﾞｰﾙ､ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞｻｯｶｰなど）

（ボッチャ､卓球バレーなど）

運動した

(85.9％)
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○性別に『運動した』割合をみると、男性（86.0％）と女性（85.7％）で大きな差はみられ

ない。行った種目は、男性、女性とも「ウォーキング」、「体操」の順に多く、次いで、男

性では「補強運動、室内運動器具を使ってする運動」、女性では「自転車、サイクリング」

となっている。 

○年代別に『運動した』割合をみると、20歳代以下が92.2％で最も高く、以下、50歳代が90.7％、

30歳代が90.1％と続いている。一方、「運動やスポーツはしなかった」と回答した割合は、

70歳代以上が15.4％で最も高く、次いで、40歳代が14.1％となっている。行った種目は、

すべての年代で「ウォーキング」、「体操」の順に多くなっている。また、「自転車、サイク

リング」、「補強運動、室内運動器具を使ってする運動」、「ランニング、ジョギング」と回

答した割合は、若い年代ほど高くなっている。 

○休日における運動やスポーツとの関わり別に『運動した』割合をみると、関わりが多いほ

ど割合が高くなっている。一方、ほとんどない人では「運動やスポーツはしなかった」が

18.8％となっており、他の関わり方と比べて割合が高い。行った種目は、関わり方にかか

わらず「ウォーキング」、「体操」の順に多くなっている。また、「補強運動、室内運動器具

を使ってする運動」、「ランニング、ジョギング」と回答した割合は、関わり方による差が

大きく、関わりが多いほど高くなっている。 
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図 29 この１年間の運動やスポーツの実施有無《性別・年代別・休日における運動やスポーツとの関わり別》 
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【年代別】

【運動やスポーツ

との関わり別】

【性 別 】
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図 30 この１年間に行った運動やスポーツの種目／府全体の上位 10 項目《性別・年代別》 

 

単位：％ ※太字は上位３つ（「その他」、「運動やスポーツはしなかった」、「不明・無回答」を除く）、下線は最上位

全　体 (N=1,249) 59.1 48.8 21.2 17.2 10.1 7.9 7.6 7.1 7.0 7.0

男性 (n=523) 58.3 39.8 21.2 22.4 15.1 11.7 10.9 1.1 5.4 13.2
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○運動やスポーツの好き嫌い（図 20,p.21参照）別に『運動した』割合をみると、どちらかと

いえば自分でする方が好きな人が97.7％で最も高く、次いで、自分でするのも見るのも好

きな人が94.7％となっている。一方、するのも見るのも嫌いな人では「運動やスポーツは

しなかった」が37.0％を占めている。 

 
図 31 この１年間の運動やスポーツの実施有無《問 10 運動やスポーツの好き嫌い別》 

  

85.9

94.7

97.7

75.8

84.4

63.0

12.2

3.9

2.3

20.5

14.7

37.0

1.9

1.4

0.0

3.6

0.9

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全 体 (N=1,249)

自分でするのも見る

のも好き (n=356)

自分でする方が好き

(n=218)

見る方が好き

(n=385)

どちらともいえない

(n=225)

するのも見るのも

嫌い (n=54)

運動した しなかった 不明・無回答

【運動やスポーツ

の好き嫌い別】
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（５）運動やスポーツを行った日数 

（問13で「1. 体操（ラジオ体操、ストレッチ運動などを含む）」～「36. その他」と答えた方に） 

問14 その運動やスポーツを行った日数を全部合わせると、１年間に何日くらいになります

か。（○は１つだけ） 

 

○この１年間に『運動した』人が運動やスポーツを行った日数は、「年151日以上(週に３日以上)」

が28.8％で最も多く、「年51日～150日(週に１～２日)」（27.9％）と合わせると『週１以上』

が56.7％となっている。 

 
図 32 この１年間に『運動した人』が運動やスポーツを行った日数 

 

 

【府内の成人が運動やスポーツを行った日数】 

    （問13（p.30）で「運動やスポーツはしなかった」と答えた方を含む） 

     『週１以上』：48.7％ 、「年151日以上(週に３日以上)」：24.7％ 

 
図 33 府全体の運動やスポーツを行った日数（「運動やスポーツはしなかった」含む）  
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27.9 

23.5 

10.6 

4.7 

4.6 

0% 10% 20% 30% 40%

年151日以上（週に３日以上）

年51日～150日（週に１～２日）

年12日～ 50日（月に１～３日）

年４日～11日（３か月に１～２日）

年に１～３日

不明・無回答
N=1,073

週１以上

(56.7％)

24.7 

23.9 

20.2 

9.1 

4.0 

12.2 

5.8 

0% 10% 20% 30% 40%

年151日以上（週に３日以上）

年51日～150日（週に１～２日）

年12日～ 50日（月に１～３日）

年４日～11日（３か月に１～２日）

年に１～３日

運動やスポーツはしなかった

不明・無回答
N=1,249

週１以上

(48.7％)

※『週１以上』：「年151日以上」(週に３日以上)と 

「年51日～150日」(週に１～２日)の合計 
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成人のスポーツ実施率の推移 

 

     【京都府】 

 

 

 

     【全国】 
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○性別にみると、男性では「年151日以上(週に３日以上)」（27.8％）、女性では「年51日～150

日(週に１～２日)」（30.3％）が最も多くなっている。『週１以上』の割合は、男性（52.9％）

よりも女性（59.0％）の方が6.1ポイント高い。 

○年代別に『週１以上』の割合をみると、60歳代が65.3％で最も高く、次いで、70歳代以上

が62.1％となっている。一方、30歳代以下では「年12日～50日(月に１～３日)」と回答した

割合が、他の年代と比べて高くなっている。 

○職業別に『週１以上』の割合をみると、家事専業が64.2％で最も高く、以下、無職が61.5％、

学生が58.1％と続いており、『有職』の人よりも『無職』の人の方が運動頻度が高い。一方、

「年12日～50日(月に１～３日)」と回答した割合をみると、会社・団体等の職員(常勤)が29.9％

で他の職業と比べてやや高くなっている。 

○休日の形態別に『週１以上』の割合をみると、完全週休２日制(土､日が休み)の人が55.5％で

最も高く、次いで、完全週休２日制(土､日以外が休み)の人が48.1％となっており、他の休日

形態の人よりも完全週休２日制の人の方がやや割合が高い。 

○休日における運動やスポーツとの関わり別に『週１以上』の割合をみると、多い人が82.2％

で最も多く、次いで、たまにある人が63.3％となっている。一方、少ない人（44.6％）が

最も低くなっている。 

 
図 34 運動やスポーツを行った日数《性別・年代別》  
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図 35 運動やスポーツを行った日数《職業別・休日の形態別・休日における運動やスポーツとの関わり別》 
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○現在の健康状態（図 9,p.9参照）別に『週１以上』の割合をみると、『非健康』な人よりも『健

康』な人の方が運動頻度が概ね高く、どちらかといえば健康である人では61.0％、健康で

ある人では58.6％であるのに対し、健康でない人では40.4％となっている。 

○普段、運動不足を感じるか（図 13,p.13参照）別に『週１以上』の割合をみると、運動不足

を感じる人ほど運動頻度が低く、ほとんど(全く)感じない人では80.4％であるのに対し、

大いに感じる人では45.1％となっている。 

 
図 36 運動やスポーツを行った日数《問 7 現在の健康状態別・問 8 普段、運動不足を感じるか別》 
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○この１年間の運動やスポーツの種目（上位10項目）（図 28,p.31参照）別に『週１以上』の割

合をみると、ランニング、ジョギングが67.5％で最も高く、以下、補強運動、室内運動器

具を使ってする運動が67.4％、体操が66.3％と続いている。一方、軽い球技、ボウリング

では「３か月に１～２日」の割合が他の種目と比べてやや高くなっている。 

 
図 37 運動やスポーツを行った日数《問 13 この１年間の運動やスポーツの種目(上位 10 項目)別》 
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23.7

22.2

29.3

24.2

29.2

21.6

29.5

10.6

8.3

8.2

3.8

6.5

4.8

15.2

13.7

7.9

8.0

9.1

4.7

1.8

2.8

2.3

0.9

3.2

3.0

4.2

1.1

3.4

6.8

4.6

4.6

1.6

3.0

1.4

2.4

2.0

2.1

1.1

3.4

2.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全 体 (N=1,073)

ウォーキング (n=738)

体操 (n=609)

自転車、サイクリング

(n=265)

補強運動、室内運動

器具運動 (n=215)

ランニング、

ジョギング (n=126)

軽い球技 (n=99)

ボウリング (n=95)

エアロビクス、ヨガ

(n=89)

ハイキング、オリエン

テーリング (n=88)

ゴルフ (n=88)

週に３日以上 週に１～２日 月に１～３日 ３か月に１～２日

年に１～３日 不明・無回答

【実施した運動・

スポーツ種目別】

週１以上

56.7 % 

60.3 % 

66.3 % 

64.2 % 

67.4 % 

67.5 % 

50.5 % 

55.8 % 

60.7 % 

63.6 % 

52.3 % 
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○運動やスポーツをした理由（図 39,p.43参照）別に『週１以上』の割合をみると、自己の記

録や能力を向上させるためが81.6％で最も高く、以下、健康・体力つくりのためが67.3％、

美容や肥満解消のためが60.9％と続いている。一方、家族のふれあいとしてでは「３か月

に１～２日」の割合が他の種目と比べて高く、他の理由と比べて運動日数は少なめとなっ

ている。 

 
図 38 運動やスポーツを行った日数《問 15 運動やスポーツをした理由別》 

  

28.8

35.9

25.0

28.5

24.2

52.6

13.5

21.1

30.4

27.9

31.4

32.1

30.9

33.3

28.9

25.0

33.3

30.4

23.5

23.1

25.5

28.5

27.3

13.2

30.2

25.5

28.6

10.6

6.4

11.1

7.9

3.0

2.6

24.0

11.6

7.5

4.7

0.8

3.5

2.6

3.0

2.6

5.2

6.1

1.2

4.6

2.4

2.8

1.6

9.1

0.0

2.1

2.4

1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全 体 (N=1,073)

健康・体力つくり

(n=627)

楽しみ、気晴らし

(n=424)

運動不足解消

(n=495)

精神の修養や訓練

(n=33)

記録や能力の向上

(n=38)

家族のふれあい

(n=96)

友人・仲間との交流

(n=294)

美容や肥満解消

(n=161)

週に３日以上 週に１～２日 月に１～３日 ３か月に１～２日

年に１～３日 不明・無回答

【運動やスポーツ

をした理由別】

週１以上

56.7 % 

67.3 % 

57.1 % 

59.4 % 

57.6 % 

81.6 % 

38.5 % 

54.4 % 

60.9 % 
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（６）運動やスポーツをした理由 

（問13で「1. 体操（ラジオ体操、ストレッチ運動などを含む）」～「36. その他」と答えた方に） 

問15 あなたがその運動やスポーツをしたのはどのような理由からですか。（複数回答可） 

○運動やスポーツをした理由は、「健康・体力つくりのため」が58.4％で最も多く、以下、「運

動不足を感じるから」が46.1％、「楽しみ、気晴らしとして」が39.5％と続いている。 

 
図 39 運動やスポーツをした理由 

 

 

○性別にみると、男性・女性ともに「健康・体力つくりのため」、「運動不足を感じるから」、

「楽しみ、気晴らしとして」の順で多くなっている。「美容や肥満解消のため」については、

性別による差が大きく、女性では20.9％であるのに対し、男性では7.6％と13.3ポイントの

差がある。 

○年代別にみると、20歳代以下では「楽しみ、気晴らしとして」、他の年代では「健康・体力

つくりのため」が最も多くなっている。次いで、20歳代以下では「友人・仲間との交流と

して」、30歳代では「楽しみ、気晴らしとして」、40歳代以上では「運動不足を感じるから」

となっている。 

 

○この１年間の運動やスポーツの種目（上位10項目）（図 28,p.31参照）別にみると、軽い球技

とボウリングでは「楽しみ、気晴らしとして」、ゴルフでは「楽しみ、気晴らしとして」と

「友人・仲間との交流として」が同率で、他の種目では「健康・体力つくりのため」が最

も多くなっている。 

58.4 

39.5 

46.1 

3.1 

3.5 

8.9 

27.4 

15.0 

5.4 

1.4 

4.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

健康・体力つくりのため

楽しみ、気晴らしとして

運動不足を感じるから

精神の修養や訓練のため

自己の記録や能力を向上させるため

家族のふれあいとして

友人・仲間との交流として

美容や肥満解消のため

その他

特に理由はない

不明・無回答
N=1,073

(複数回答）
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図 40 運動やスポーツをした理由《性別・年代別・問 13 この１年間の運動やスポーツの種目(上位 10 項目)別》 

単位：％ ※太字は上位３つ（「その他」、「不明・無回答」を除く）、下線は最上位

そ
の
他

不
明
・
無
回
答

全　体 (N=1,073) 58.4 39.5 46.1 3.1 3.5 8.9 27.4 15.0 5.4 1.4 4.9

男性 (n=450) 54.2 41.1 44.7 4.4 5.1 8.0 28.4 7.6 5.3 1.3 6.0

女性 (n=597) 61.1 38.7 48.6 1.8 2.2 9.5 26.8 20.9 5.4 1.5 4.0

20歳代以下 (n=94) 42.6 56.4 38.3 10.6 11.7 6.4 43.6 23.4 9.6 2.1 4.3

30歳代 (n=100) 51.0 48.0 41.0 3.0 3.0 23.0 21.0 18.0 8.0 4.0 3.0

40歳代 (n=122) 51.6 41.0 42.6 2.5 1.6 22.1 22.1 18.0 6.6 2.5 0.0

50歳代 (n=175) 54.9 44.6 48.6 1.7 3.4 7.4 24.6 25.1 7.4 0.6 3.4

60歳代 (n=259) 68.3 30.5 49.8 2.7 3.1 6.9 22.4 12.4 5.0 1.2 5.8

70歳代以上 (n=319) 61.8 35.4 47.3 2.2 2.2 2.8 32.0 6.6 2.2 0.6 7.8

ウォーキング  (n=738) 64.6 40.1 51.2 2.7 3.1 9.8 24.7 17.1 4.3 1.2 5.0

体操 (n=609) 68.0 38.9 54.4 3.6 3.8 7.9 27.1 18.7 6.7 0.7 1.5

自転車※１ (n=265) 61.5 47.2 49.4 4.2 6.0 9.4 28.3 18.9 7.2 1.5 2.6

補強運動※２ (n=215) 73.5 47.0 53.5 6.0 7.4 8.8 32.6 28.8 5.6 0.5 1.9

ﾗﾝﾆﾝｸﾞ※３ (n=126) 71.4 59.5 50.8 7.9 10.3 10.3 39.7 25.4 9.5 0.8 0.8

軽い球技 (n=99) 48.5 55.6 38.4 6.1 5.1 27.3 46.5 12.1 6.1 0.0 3.0

ボウリング (n=95) 50.5 61.1 42.1 2.1 3.2 21.1 49.5 21.1 5.3 0.0 5.3

ｴｱﾛﾋﾞｸｽ※４ (n=89) 82.0 51.7 58.4 6.7 4.5 12.4 30.3 42.7 2.2 0.0 1.1

ﾊｲｷﾝｸﾞ※５ (n=88) 79.5 62.5 51.1 6.8 5.7 18.2 51.1 22.7 4.5 0.0 1.1

ゴルフ (n=88) 53.4 61.4 42.0 2.3 8.0 6.8 61.4 14.8 2.3 0.0 1.1

※１：自転車、サイクリング　　※２：補強運動、室内運動器具運動　　※３：ランニング、ジョギング　　※４：エアロビクス、ヨガ　　※５：ハイキング、オリエンテーリング
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を

向
上
さ
せ
る
た
め

年
代
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（複数回答）
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・
体
力
つ
く
り
の
た
め
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み

、
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し
と
し
て

運
動
不
足
を
感
じ
る
か
ら
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（７）運動やスポーツをしなかった理由 

（問13で「37. 運動やスポーツはしなかった」と答えた方に） 

問16 この１年間に、運動やスポーツをしなかったのはどのような理由からですか。 

（複数回答可） 

○運動やスポーツをしなかった理由は、「年をとったから」が28.3％で最も多く、以下、「仕

事(家事・育児・介護などを含む)が忙しくて時間がないから」が27.6％、「機会がない」が24.3％、

「面倒だから」が19.1％と続いている。 

 
図 41 運動やスポーツをしなかった理由 

 

 

  

27.6 

9.9 

28.3 

2.0 

8.6 

1.3 

5.3 

19.1 

3.9 

1.3 

12.5 

24.3 

8.6 

15.1 

0.7 

0% 10% 20% 30% 40%

仕事（家事・育児・介護を含む）が

忙しくて時間がないから

体が弱いから

年をとったから

場所や施設がないから

仲間がいないから

指導者がいないから

費用がかかるから

面倒だから

運動やスポーツをする場所まで

行くのが大変だから

手伝ってくれる人（介助者やスポーツ

ボランティアなど）がいないから

運動・スポーツは好きではないから

機会がない

その他

特に理由はない

不明・無回答 N=152

(複数回答）
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○性別にみると、男性では「年をとったから」と「特に理由はない」が同率で、女性では「仕

事が忙しくて時間がないから」が最も多くなっている。「運動・スポーツは好きではないか

ら」については、性別による差が大きく、男性では4.8％であるのに対し、女性では16.9％

と12.1ポイントの差がある。 

○年代別（注）にみると、30歳代以下と40-50歳代では「仕事が忙しくて時間がないから」、70

歳代以上では「年をとったから」が最も多く、60歳代では「仕事が忙しくて時間がないか

ら」と「機会がない」が同率で多くなっている。「仕事が忙しくて時間がないから」、「面倒

だから」については若い年代ほどその割合が高くなっている。また、30歳代以下では「運

動・スポーツは好きではないから」の割合が高い。 

 注）該当件数が少ないため、この設問では年代を４区分に集約して集計している 

○職業別（注）にみると、『有職』では「仕事が忙しくて時間がないから」、『無職』では「年

をとったから」が最も多くなっている。以下、『有職』では「機会がない」、「面倒だから」、

『無職』では「特に理由はない」、「面倒だから」が続いている。 

 注）該当件数が少ないため、この設問では職業を『有職』と『無職』に集約して集計している 

 



 

 

4
7 

 

 

 

 
図 42 運動やスポーツをしなかった理由／府全体の上位 10 項目《性別・年代別・職業別》 

 

単位：％ ※太字は上位３つ（「その他」、「不明・無回答」を除く）、下線は最上位

全　体 (N=152) 28.3 27.6 24.3 19.1 15.1 12.5 9.9 8.6 5.3 3.9

男性 (n=62) 25.8 22.6 21.0 16.1 25.8 4.8 11.3 11.3 1.6 0.0

女性 (n=89) 29.2 31.5 27.0 20.2 7.9 16.9 9.0 6.7 7.9 6.7

30歳代以下 (n=18) 5.6 55.6 33.3 44.4 5.6 33.3 11.1 11.1 5.6 5.6

40-50歳代 (n=36) 5.6 41.7 36.1 33.3 16.7 13.9 2.8 11.1 11.1 8.3

60歳代 (n=37) 27.0 32.4 32.4 21.6 10.8 8.1 8.1 10.8 8.1 5.4

70歳代以上 (n=61) 49.2 8.2 9.8 1.6 19.7 8.2 14.8 4.9 0.0 0.0

有職※１ (n=70) 11.4 48.6 40.0 24.3 10.0 12.9 4.3 11.4 10.0 5.7

無職※２ (n=81) 43.2 9.9 11.1 14.8 19.8 12.3 13.6 6.2 1.2 2.5

注）該当件数が少ないため、年代別と職業別は項目を集約した結果を示している

※１：会社・団体等の職員（常勤）、会社・団体等の非常勤・パート、自営業、公務員、その他を集約　　※２：家事専業、学生、無職を集約
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